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四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有・無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有・無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第2四半期の業績（平成23年1月1日～平成23年6月30日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

23年 12月期第2四半期 5,220 △17.8 △109   ― △73   ― △194   ―
22年12月期第2四半期 6,351 △16.4 △6   ― △2   ― △53   ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第2四半期 △16.22 ― 
22年 12月期第2四半期 △4.05 ― 

 
（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第2四半期 10,402 5,286 50.8 440.77
22年 12月期 10,714 5,459 51.0 455.15

(参考)自己資本 23年12月期第2四半期         5,286百万円 22年12月期        5,459 百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00   
23年 12月期 ― 0.00   

23年 12月期(予想)   ― 5.00 5.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

 
３．平成23年12月期の業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期 12,688  4.2 332  ― 368  ― 100  ― 8.34

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 

 



 

  

４．その他  （詳細は、【添付資料】3ページ「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 

② ①以外の変更 ：有・無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更の有無となります。 
 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期2Ｑ 13,906,823株 22年12月期 13,906,823株

② 期末自己株式数 23年12月期2Ｑ 1,912,824株 22年12月期 1,911,805株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期2Ｑ 11,994,521株 22年12月期2Ｑ 13,146,096株

 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点

において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成 23 年 2 月 10 日に公表しました業績予想を修正し本日平成 23 年 8 月 10 日付「平成 23 年 12 月期通期業績予想の修正

に関するお知らせ」を別途開示しております。 

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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当第２四半期累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日）におけるわが国経済は、東

日本大震災の影響により、電力供給の制約やサプライチェーンの問題から生産活動が停滞し、設備投資

や個人消費も弱含む動きとなり、また依然厳しい雇用情勢など、景気下振れのリスクが残る先行き不透

明な状況が続きました。 

このような経営環境のもと、当社は業容の拡大と業績の確保を目指してまいりましたが、売上高は

5,220百万円（前年同四半期比17.8％減）となりました。。 

部門別売上高の状況につきましては、漢字プリンタ・システムは3,229百万円（前年同四半期比

25.8％減）、広告制作プリンタは866百万円（同比1.7％減）、ネットワーク機器及びその他は81百万円

（同比32.3％減）、技術サービス等収入1,043百万円（同比4.5％増）となりました。 

利益面につきましては、減収により売上総利益が1,951百万円（前年同四半期比11.3％減）となり、

その結果営業損失は109百万円（前年同四半期は営業損失６百万円）、経常損失は73百万円（前年同四

半期は経常損失２百万円）となりました。また、特別損失が経営合理化策実施に伴う特別退職金等43百

万円、投資有価証券評価損39百万円等合計100百万円発生したことから、四半期純損失は194百万円（同

四半期純損失は53百万円）となりました。 

  

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ312百万円減少し10,402百万円とな

りました。うち流動資産は、現金及び預金が同501百万円増加の2,630百万円となりましたが、受取手形

及び売掛金が同617百万円減少の3,156百万円となったこと等から、同217百万円減少し8,423百万円とな

りました。また、固定資産は同94百万円減少し1,979百万円となりました。 

負債合計は、前事業年度末に比べ139百万円減少し5,115百万円となりました。うち流動負債は、賞与

の未払費用等によりその他が同274百万円増加の545百万円となりましたが、短期借入金、１年内返済予

定の長期借入金の合計が同323百万円減少の1,438百万円となり、支払手形及び買掛金が同88百万円減少

の1,746百万円となったこと等から、同151百万円減少し3,784百万円となりました。固定負債は、主に

長期借入金が同54百万円増加の396百万円となったこと等から、同12百万円増加し1,330百万円となりま

した。 

純資産合計は、前事業年度末に比べ172百万円減少し5,286百万円となりました。これは利益剰余金が

同194百万円減少の137百万円となったこと等によるものです。 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に

比べ332百万円増加し、2,599百万円となりました。 

当第２四半期累計期間中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。  

営業活動によって獲得した資金は665百万円となりました。これは主に、税引前四半期純損失173百万

円、機器組込ソフトウェアの増加額103百万円等により資金を使用しましたが、売上債権の減少額612百

万円、減価償却費75百万円等により資金を獲得したことによるものです。 

投資活動によって獲得した資金は106百万円となりました。これは主に保険積立金の解約による収入

によるものです。 

財務活動によって使用した資金は269百万円となりました。これは主に借入金の返済によるもので

す。 

  

平成23年12月期通期の業績予想につきましては、本日、平成23年８月10日付別途開示いたしました

「平成23年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

①財政状態の分析

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 業績予想に関する定性的情報
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（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。  

該当事項はありません。 

  

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月

31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月

31日)を適用しております。 

なお、資産除去債務の負債計上額及び対応する除去費用の資産計上に代えて、賃借契約の関連する敷

金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当第２四半期累計期間の

負担に属する金額を費用に計上する方法によっております。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ259千円増加し、税引前四半期純損失は8,015千円増加し

ております。また、当会計基準の適用開始により、投資その他の資産が8,015千円減少しております。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 簡便な会計処理

② 四半期財務諸表作成に特有の会計処理の適用

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成23年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,630,660 2,128,888

受取手形及び売掛金 3,156,541 3,773,936

有価証券 29,994 19,988

製品 1,946,704 1,977,579

仕掛品 2,583 8,045

貯蔵品 620,022 627,016

その他 53,341 112,873

貸倒引当金 △16,843 △7,547

流動資産合計 8,423,005 8,640,781

固定資産

有形固定資産 ※1 816,045 ※1 882,396

無形固定資産 216,380 122,709

投資その他の資産 ※2 946,904 ※2 1,068,633

固定資産合計 1,979,330 2,073,739

資産合計 10,402,335 10,714,520

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,746,864 1,835,859

短期借入金 1,010,000 1,170,000

1年内返済予定の長期借入金 428,000 591,500

未払法人税等 20,116 29,445

賞与引当金 34,788 38,306

その他 545,026 270,928

流動負債合計 3,784,797 3,936,039

固定負債

長期借入金 396,000 342,000

退職給付引当金 837,593 882,297

役員退職慰労引当金 96,164 89,697

その他 1,223 4,969

固定負債合計 1,330,981 1,318,964

負債合計 5,115,778 5,255,004

純資産の部

株主資本

資本金 2,744,673 2,744,673

資本剰余金 2,815,222 2,815,222

利益剰余金 137,778 332,360

自己株式 △407,758 △407,638

株主資本合計 5,289,916 5,484,619

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,399 △23,522

繰延ヘッジ損益 △959 △1,581

評価・換算差額等合計 △3,359 △25,103

純資産合計 5,286,557 5,459,515

負債純資産合計 10,402,335 10,714,520
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 6,351,853 5,220,655

売上原価 4,152,129 3,269,371

売上総利益 2,199,724 1,951,283

販売費及び一般管理費 ※1 2,206,089 ※1 2,060,466

営業損失（△） △6,364 △109,183

営業外収益

受取利息 606 79

受取配当金 5,513 3,471

受取保険金 14,000 －

保険解約返戻金 － 37,915

金利スワップ評価益 7,275 2,543

その他 8,810 12,507

営業外収益合計 36,205 56,518

営業外費用

支払利息 29,211 18,242

その他 2,679 2,419

営業外費用合計 31,891 20,662

経常損失（△） △2,049 △73,327

特別損失

固定資産除却損 4,024 1,741

投資有価証券評価損 24,282 39,462

会員権評価損 475 875

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,755

退職給付制度改定損 － 7,091

特別退職金等 － 43,504

特別損失合計 28,781 100,429

税引前四半期純損失（△） △30,831 △173,757

法人税、住民税及び事業税 9,630 9,339

法人税等調整額 12,827 11,484

法人税等合計 22,458 20,824

四半期純損失（△） △53,289 △194,581
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【第２四半期会計期間】

(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 3,643,059 2,848,967

売上原価 2,339,848 1,777,720

売上総利益 1,303,210 1,071,246

販売費及び一般管理費 ※1 1,098,904 ※1 1,000,564

営業利益 204,306 70,682

営業外収益

受取利息 289 39

受取配当金 2,513 1,971

受取保険金 14,000 －

受取手数料 － 5,345

その他 6,737 845

営業外収益合計 23,540 8,202

営業外費用

支払利息 10,650 7,369

その他 384 583

営業外費用合計 11,035 7,953

経常利益 216,811 70,931

特別損失

固定資産除却損 147 22

投資有価証券評価損 5,254 2,275

会員権評価損 － 875

退職給付制度改定損 － 7,091

特別退職金等 － 43,504

特別損失合計 5,401 53,768

税引前四半期純利益 211,409 17,163

法人税、住民税及び事業税 4,834 4,646

法人税等調整額 15,870 14,125

法人税等合計 20,705 18,771

四半期純利益又は四半期純損失（△） 190,704 △1,607
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △30,831 △173,757

減価償却費 107,220 75,813

賞与引当金の増減額（△は減少） △508 △3,518

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,471 △44,703

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △178,420 6,466

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,957 9,295

受取利息及び受取配当金 △6,120 △3,550

支払利息 29,211 18,242

金利スワップ評価損益（△は益） △7,275 △2,543

固定資産除売却損益（△は益） 4,024 1,741

投資有価証券評価損益（△は益） 24,282 39,462

保険解約返戻金 － △37,915

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,755

機器組込ソフトウエアの増減額（△は増加） － △103,001

売上債権の増減額（△は増加） 361,944 612,370

たな卸資産の増減額（△は増加） △290,643 48,551

仕入債務の増減額（△は減少） 769,783 △88,994

その他 177,614 327,099

小計 931,853 688,814

利息及び配当金の受取額 6,103 3,532

利息の支払額 △32,140 △21,152

法人税等の支払額 △7,743 △5,941

営業活動によるキャッシュ・フロー 898,073 665,252

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △26,630 △5,874

投資有価証券の売却による収入 － 437

保険積立金の解約による収入 － 118,254

その他 △9,054 △6,593

投資活動によるキャッシュ・フロー 64,314 106,224

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △14,000 △160,000

長期借入れによる収入 100,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △419,870 △409,500

自己株式の取得による支出 △289,653 △120

配当金の支払額 △53,451 △84

財務活動によるキャッシュ・フロー △676,974 △269,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 285,413 501,771

現金及び現金同等物の期首残高 2,201,372 2,097,888

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 2,486,785 ※1 2,599,660
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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